
市政に対する　一 般 質 問

農
業
振
興
施
策
を
問
う

育
成
す
べ
き
農
業
者
像
と
は
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
や

T
P
P
参
加
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
次
々
と
変
化
す
る
中
、
生

産
す
る
農
産
物
を
い
か
に
売
る
か
と

い
う
視
点
で
、
意
欲
と
経
営
感
覚
を

有
し
た
農
業
者
が
こ
れ
か
ら
の
農
業

経
営
に
求
め
ら
れ
る
人
材
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

農
産
物
の
輸
出
競
争
力
を
強
化
す
る

た
め
の
課
題
と
は
。

一
つ
目
は
、
輸
出
国
の
ど
の
階

層
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
を
明
確
化
す
る

こ
と
。
二
つ
目
は
、
輸
出
国
の
基
準

に
合
っ
た
残
留
農
薬
の
問
題
や
食
品

の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
国
際
規
格

で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
」

な
ど
の
認
証
取
得
に
よ
る
信
用
度
の

向
上
。
更
に
は
、
日
本
で
の
窓
口
と

な
る
商
社
や
輸
出
企
業
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
も
海
外
輸
出
成
功
に
向
け

た
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

観
光
振
興
施
策
を
問
う

誰
に
何
を
見
せ
る
か
対
象
の
明
確
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

静
岡
県
は
シ
ニ
ア
層
の
観
光
客

が
多
い
。
本
市
に
は
遠
州
三
山
を
は

じ
め
、
古
刹
・
名
刹
が
数
多
く
あ
る

た
め
シ
ニ
ア
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
。
ま
た
、
歴
女
な
ど
歴
史
に
興
味

の
あ
る
方
も
増
え
て
お
り
、
歴
史
に

触
れ
、
静
寂
の
中
で
自
分
を
見
つ
め

直
す
旅
を
提
供
し
、
誘
客
促
進
を
図

り
た
い
。

髙
木 

清
隆 

議
員

橋
梁
施
設
の
点
検
補
修
は

耐
震
補
強
の
観
点
よ
り
供
用
開
始
後

40
年
超
過
の
橋
梁
（
浅
羽
・
浅
名
・
梅
山

に
多
い
）
の
対
策
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

橋
梁
の
補
強
時
期
は
構
造
や
交

通
量
に
よ
る
老
朽
化
の
度
合
い
に

よ
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
経
過
年
数

を
基
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今

後
は
日
常
点
検
の
中
で
劣
化
の
状
況

を
確
認
し
、
必
要
の
あ
る
も
の
は
前

倒
し
で
修
繕
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
犯
の
推
進
は

子
ど
も
防
犯
ソ
ン
グ
「
お
に
は
い
や

だ
よ
」
の
普
及
活
動
は
。

各
小
学
校
の
校
内
放
送
で
流
し

た
り
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
し
た
り
し

て
い
る
。今
後
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
し
て
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い
。

サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
推
進
事
業
は

日
本
一
健
康
文
化
都
市
実
現
の
施
策

の
一
環
で
あ
る
サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
推
進
事

業
の
取
り
組
み
は
。

本
年
度
策
定
の
「
自
転
車
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
に
よ

り
、
体
力
づ
く
り
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
の
自
転
車
利
用
そ
の
も
の
や
、

カ
ラ
ー
舗
装
・
路
面
標
示
な
ど
安
全

で
快
適
に
走
行
で
き
る
環
境
整
備
等

の
効
果
的
な
事
業
の
推
進
を
し
た
い
。
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台湾で開催された日本の観光・物産展
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4市議会だより


